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•筆記用具以外の持ち込みは不可．

•最終的な答えだけを書くのではなく．途中の計算や説明も簡潔に加えること．これがない場合．大幅な減点をすることもある．

国f(x)=―3x +7
とする ．
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a) f(x)の定義域を求めよ．

X キ3 (f刈ズキ31)

g) X = 2におけるf(x)の微分係数/'(2)を極限を直接計算することに

よって求めよ．
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b) y = f(x)の逆関数y= 1-l(X)を求め，
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その定義域を求めよ．
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c) y = f(x)および，y=f
―l (x)の値域を求めよ．
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d) (J-1。f)(x)= Xが成り立つことを示せ ．
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h) y = f(x)のグラフの(2, -1)における接線の方程式を求めよ．
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i) y = f(x)のグラフと直線y=―上x-2の交点を求めよ．
2 2 

‘,'ノ
.
J

 
= f(x) の グ ラ フ とそ の (2, -1) に お け る 接 線．

y =―上x —立 を右上の座標平面内に描け．2 2 
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e) y = f(x)のグラフはy=4 のグラフを x軸方向にp, y軸方向に
X 

qだけ平行移動した曲線である ． k, p, qは何かを答えよ．
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Xが2から 2+h まで変化するときのf(x)の平均変化率を求め，

るべく簡単な形で表せ．

f-(2+h)-_J-(2} 

h 

な

―

―

 

—犯サ）ザ7
(2+h)- 3 

-5メ2.十ク

2ニュ

； x （彗 - (-l リ＝土
I- �h +{-Ith) 

ー／十h

y
 

k) グラフを利用して不等式
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【裏面につづく】



匡f(x)= -✓云コ万とする． 以下の問いに答えよ．

a)関数y= f(x)の定義域と値域を求めよ．
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b) y = f(x)の逆関数y= f-l(x)を求め，その定義域と値域を求めよ．
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c) X = -3におけるf(x)の微分係数f'(-3)を極限を直接計算すること
によって求めよ．
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d)'y = f(x)のグラフの(-3,-1)における接線の方程式を求めよ．
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e) y = f(x)のグラフ，y= f(x)の(-3,-1)における接線， 逆関数
y=f

―l(x)のグラフの3つを右上の座標平面内に描け．
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匡} /(x) = (x- 3)�とする．

a) f(x)の定義域を求めよ．
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b) f(x)の導関数f'(x)を求めよ．
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c) f'(x) = 0となるxの値を求めよ．
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d) f(x)の2階導関数f"(x)を計算するとf"(x)= と
9- 6x - 2x2 
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な る．このことも用いて関数f(x)の増減表を書き， グラフY= f(x) 
の凹凸を調べよ．（凹凸は曲がった矢印__) �ヽヽで表すこと．）
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e) f(x)が定義される範囲内での最大値•最小値を求めよ．またグラフ
Y = f(x)の変曲点のx座標を求めよ．
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国 a) f(x)が微分可能で，f(x)> 0をみたすとき(togf(x)) を求

めよ．
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b) f(x), g(x)が微分可能な関数であるとき(f(x)eg(x))を求めよ．
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匡l 次の各々の関数の導関数を求めよ．
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e)関数f(x)の増減表を書き， グラフY = f(x)の凹凸を調べよ ． （凹凸

は曲がった矢印J fヽヽで表すこと．）

X -3 - l ゜

f'(x) 9’’ 
゜ • ●, . 

゜ 十
f"(x) ＋ ゜ ゜ →- ＋ ＋ 

f(x) ＼ 藷点 ＼ 和ff., ＼ g,}、 ／‘ 

t) f (-3), f (-2), f (-1), f (0), f (1), f (2)をそれぞれ求めよ．
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g) f(x)の極大値 ・ 極小値と，それをとるときのxの値を求めよ．
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h) y = f(x)のグラフの変曲点のx座標を求めよ ．
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国f(x)= _!_ （対＋8豆＋18好ー27)とする．8 

a) f(x)の導関数f'(x)を求めよ．
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b) f'(x) = 0となるxと，f'(x) > 0となるxの範囲を求めよ ．
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c) f(x)の2次導関数f"(x)を求めよ．
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d) f"(x) = 0となるxと，f"(x) > 0となるXの範囲を求めよ ．
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i) ここまでの結果を反映させ，Y = f(x)のグラフをなるべく丁寧に

描け．
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【解答用紙が足らなければこの部分も使用して下さい］




